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十
亀
昭
雄
先
生
の
著
作
、「
北
海
道
自
治
研
究
」掲
載
論
文

 

［
単
行
本
］（
道
自
治
研
叢
書
）

 

「
北
海
道
の
政
治
と
民
主
主
義
」
１
９
７
４
年
９
月

 

「
北
海
道
の
政
治
風
土
」
77
年
11
月

 

「
北
海
道
の
政
治
と
選
挙
」
80
年
10
月

 

「
北
海
道
の
自
治
・
政
治
・
文
化
」
93
年
４
月

 

［
北
海
道
自
治
研
究
掲
載
論
文
、
座
談
会
］

 

「
広
域
圏
構
想
の
意
図
す
る
も
の
」
69
年
12
月

 

「
座
談
会
・
自
治
体
改
革
の
方
向
―
改
め
て
問
わ
れ
る
自
治
の
本
質
と
そ
の
対
応
」（
矢
島
武
・
大

内
基
・
片
平
久
雄
・
宇
佐
美
福
生
・
山
口
哲
夫
・
富
永
厳
・
池
島
信
吉
・
島
津
信
太
郎
・
富
岡
秀

義
）
70
年
１
月

 

「
座
談
会
・
住
民
自
治
の
展
望
と
課
題
」（
塚
田
庄
平
・
富
永
厳
・
松
井
安
信
・
枝
元
政
雄
・
高
石

守
彦
・
吉
村
博
・
吉
田
久
・
泉
秀
雄
・
矢
島
武
・
中
田
鉄
雄
・
池
島
信
吉
・
山
内
敏
雄
・
林
彰
・

山
口
哲
夫
・
斎
藤
正
昭
・
高
橋
功
一
・
渡
部
勇
治
・
富
岡
秀
義
）
71
年
１
月

 

「
政
策
づ
く
り
の
中
の
住
民
」
71
年
５
月

 

「
座
談
会
・
自
治
体
選
挙
の
教
訓
と
そ
の
課
題
」（
五
十
嵐
広
三
・
宇
佐
美
福
生
・
遠
藤
勝
太
郎
・

大
内
基
・
高
田
忠
雄
・
中
沢
健
次
・
山
口
哲
夫
・
富
岡
秀
義
）
71
年
７
月

 

「
住
民
意
識
と
地
方
自
治
」
71
年
10
月

 

「
地
方
自
治
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
」
72
年
５
月

 

「
46
年
統
一
自
治
体
選
挙
を
中
心
と
し
て
み
た
札
幌
市
民
の
投
票
行
動
」
72
年
８
月

 

「
池
田
町
年
金
ス
ラ
イ
ド
制
に
思
う
こ
と
」
73
年
１
月

 

「
47
年
総
選
挙
に
お
け
る
札
幌
市
民
の
支
持
政
党
と
投
票
行
動
」
73
年
１
月

 

「
自
治
体
の
特
性
と
指
標
」
73
年
５
月

 

「
住
民
自
治
の
確
立
に
向
け
て
」
73
年
８
月

 

「
市
民
参
加
を
問
う
」
73
年
12
月

 

「
革
新
首
長
論(

試
論
）」
75
年
１
月

 

「
道
知
事
選
挙
結
果
の
底
流
を
さ
ぐ
る
」
75
年
５
月

 

「
70
年
代
後
半
の
地
方
政
治
を
考
え
る
」
76
年
１
月

 

「
地
方
財
政
『
危
機
』」
と
住
民
共
闘
」
76
年
11
月

 

「『
変
わ
ら
な
い
政
治
』
を
変
え
る
た
め
に
」
77
年
７
月

 

「
今
次
参
議
院
選
挙
結
果
の
分
析
」
77
年
８
月

 

「『
住
み
よ
さ
』『
豊
か
さ
』『
魅
力
』
を
問
い
直
す
と
き
」
77
年
９
月

 

「
対
談
・
い
ま
、
革
新
の
あ
り
方
を
問
う
」（
篠
原　

一
）
77
年
12
月

 

「
北
海
道
の
政
治
構
造
」
78
年
４
月

 

「
市
政
・
政
策
論
議
の
停
滞
と
前
進
」
79
年
１
月

 

「
第
９
回
統
一
地
方
選
挙
に
思
う
」
79
年
５
月

 

「
座
談
会
・
革
新
は
い
か
に
活
路
を
求
め
る
か
」（
斎
藤　

稔
・
小
田
原
要
四
蔵
・
三
輪
修
彪
・

山
内
敏
雄
）
79
年
６
月

自
治
研
全
道
集
会
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
自
治
体
革
新
の
方
向
性
を
さ
ぐ
る
」（
大
間

知
啓
輔
・
山
内
敏
雄
・
山
口
哲
夫
・
森
尾　

曻
）
79
年
12
月

 

「
80
年
代
の
地
方
政
治
、
地
方
自
治
を
展
望
す
る
」
80
年
１
月

 

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
80
年
代
の
労
働
運
動
」（
槇
枝
元
文
・
宇
佐
美
忠
信
・
岡
村　

恵
）
80
年
５

月

 

「
衆
参
ダ
ブ
ル
選
挙
の
結
果
を
考
え
る
」
80
年
８
月

 

「
中
国
か
ら
日
本
を
考
え
る
（
上
）」
81
年
２
月

 

「
中
国
か
ら
日
本
を
考
え
る
（
中
）」
81
年
５
月

 

「
北
海
道
の
政
治
現
状
と
自
治
体
改
革
闘
争
」
81
年
８
月

 

「
中
国
か
ら
日
本
を
考
え
る
（
下
）」
81
年
９
月

 

「
座
談
会
・
北
海
道
農
業
の
可
能
性
を
探
る
」（
太
田
原
高
明
・
溝　

和
成
・
黒
川
博
義
・
加
茂
繁
雄
）

81
年
12
月

 

「
座
談
会
・
再
論
・
い
ま
革
新
の
あ
り
方
を
問
う
」（
篠
原　

一
・
山
内
敏
雄
）
82
年
１
月

 
「
座
談
会
・
地
域
生
活
圏
闘
争
の
課
題
」（
佐
藤
信
彦
・
大
原
義
行
・
金
田
誠
一
・
桜
庭
康
喜
・

金　

敬
康
・
森
尾　

曻
・
新
保　

徹
）
83
年
１
月

 

「
第
10
回
統
一
地
方
選
挙
に
思
う
」
83
年
５
月

 

「
座
談
会
・
新
し
い
自
治
を
求
め
て
」（
衣
笠
哲
生
・
横
山
桂
次
・
山
内
敏
雄
）
84
年
１
月

 

「
83
年
選
挙
を
ふ
り
返
っ
て
」
84
年
２
月

 

「
道
政
改
革
の
展
望
と
可
能
性
」
85
年
１
月

 

「
衆
参
同
日
選
挙
に
思
う
」
86
年
８
月
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「
第
11
回
統
一
地
方
選
挙
に
思
う
」
87
年
５
月

自
治
研
全
道
集
会
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
地
域
復
権
と
ま
ち
づ
く
り
」（
大
橋
良
二
・

親
松
貞
義
・
佐
藤
久
哉
・
越
野
正
弘
・
長
尾
正
克
）
87
年
１
月

 

「
革
新
自
治
・
地
方
政
党
政
治
の
衰
退
が
語
る
も
の
」
88
年
10
月

 

「
89
年
参
院
選
に
思
う
」
89
年
８
月

 

「
座
談
会
・
今
、
何
が
問
わ
れ
て
い
る
の
か
」（
篠
原　

一
・
富
永　

哲
）
90
年
１
月

 

「
第
39
回
衆
院
選
に
思
う
」
90
年
３
月

 

「
第
12
回
統
一
地
方
選
挙
を
考
え
る
」
91
年
５
月

 

「
座
談
会
・
地
方
自
治
、
昨
日
・
今
日
・
明
日
」（
藤
谷　

豊
・
丸
谷
金
保
・
中
村
喜
一
）
92
年

１
月

 

「
座
談
会
・
リ
ベ
ラ
ル
に
生
き
た
人
」（
山
内
栄
治
・
山
内
敏
雄
）
92
年
４
月

 

「
第
16
回
参
議
院
選
挙
の
教
訓
」
92
年
９
月

 

「
座
談
会
・
い
ま
、
自
治
体
で
は
」（
神
原　

勝
・
坪
井
主
税
・
山
内
敏
雄
・
横
山
純
一
）
93
年

１
月

 

「
第
40
回
衆
院
選
を
考
え
る
」
93
年
８
月

 

「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
転
換
期
に
立
つ
第
三
セ
ク
タ
ー
」（
大
西　

潤
・
枝
川
敏
美
・

岡
谷
繁
勝
・
今
村
都
南
雄
）
94
年
９
月

 

「
座
談
会
・
地
方
分
権
を
考
え
る
」（
神
原　

勝
・
木
佐
茂
男
・
横
山
純
一
）
95
年
１
月

 

「
座
談
会
・
統
一
地
方
選
挙
が
問
い
か
け
た
も
の
」（
神
原　

勝
・
山
本
佐
門
・
山
内
敏
雄
）
95

年
５
月

 

「
第
13
回
統
一
地
方
選
挙
再
考
」
95
年
６
月

 

「
第
17
回
参
議
院
選
挙
を
考
え
る
」
95
年
８
月

 

「
戦
後
道
知
事
選
挙
を
考
え
る
」（
特
集
・
戦
後
50
年
）
95
年
11
月

 

「
座
談
会
・
第
41
回
衆
議
院
選
挙
が
問
い
か
け
た
も
の
」（
山
本
佐
門
・
新
川
敏
光
・
山
口
た
か
）

96
年
11
月

 

「
追
悼
の
辞
」（
山
内
敏
雄
氏
追
悼
号
）
98
年
７
月

設
立
30
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
21
世
紀
の
地
方
自
治
を
展
望
す
る
」（
辻
山
幸
宣
・
柏
木　

栄
・

五
十
嵐
広
三
）
98
年
10
月

 

「
座
談
会
・
統
一
地
方
選
挙
と
地
方
自
治
」（
山
本
佐
門
・
神
原
昭
子
・
相
内
俊
一
・
清
水
敏
行
）

99
年
５
月

 

「
座
談
会
・
議
会
改
革
と
議
員
活
動
」（
阿
部
義
人
・
大
島　

薫
・
佐
々
木
恵
美
子
・
桜
庭
康
喜
）

99
年
８
月

 

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
改
め
て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
、
個
性
が
あ
る
か
ら
自
治
体
・
地
域
が
北
海

道
を
つ
く
る
」（
斉
藤
敏
幸
・
相
良
主
彦
・
中
港
嗣
哉
・
神
原　

勝
）
２
０
０
０
年
７
月

 

「
座
談
会
・
第
42
回
衆
議
院
議
員
選
挙
結
果
と
今
後
の
展
望
」（
山
本
佐
門
・
新
川
敏
光
・
山
口
幸
子
）

２
０
０
０
年
８
月

 

「
座
談
会
・
二
期
目
折
り
返
し
に
来
た
堀
道
政
―
過
去
六
年
間
を
振
り
返
り
、
今
後
の
道
政
を
展

望
す
る
」（
川
村
喜
芳
・
中
川
有
三
・
信
田
邦
雄
・
長
谷
川
静
）
２
０
０
１
年
４
月

 

「
鼎
談
・
第
19
回
参
議
院
選
挙
を
総
括
し
て
―
何
が
問
わ
れ
、
何
が
選
択
さ
れ
た
か
」（
相
内
俊
一
・

中
島
和
子
）
２
０
０
１
年
10
月

 

「
鼎
談
・
わ
た
し
た
ち
は
ど
ん
な
時
代
を
生
き
て
き
て
、
日
本
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
」（
森
尾　

曻
・

山
内
栄
治
）
２
０
０
４
年
１
月

 

［
北
海
道
自
治
研
究
・
巻
頭
言
「
鋭
角
鈍
角
」］

 

「
地
方
自
治
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
78
年
７
月

 

「
変
革
の
主
体
形
成
へ
の
期
待
」
79
年
９
月

 

「『
ま
さ
か
』
的
発
想
の
盲
点
」
80
年
６
月

 

「
政
治
に
お
け
る
責
任
」
81
年
10
月

 

「
８
月
15
日
に
思
う
こ
と
」
82
年
８
月

 

「
二
つ
の
選
挙
を
終
え
て
」
83
年
７
月

 

「『
必
要
の
哲
学
』
と
『
可
能
性
の
技
術
』
と
の
対
話
」
86
年
２
月

 

「
地
方
の
『
衰
弱
』」
87
年
２
月

 

「『
変
わ
る
』
と
『
変
え
る
』」
88
年
２
月

 

「
お
ら
が
町
の
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」
89
年
２
月

 

「
町
づ
く
り
活
性
化
の
多
様
性
」
90
年
２
月

 

「
実
り
少
な
い
『
改
革
』
の
思
想
風
土
」
91
年
１
月

 
「
激
動
・
激
変
と
思
考
の
活
性
化
」
92
年
１
月

 
「
25
年
の
足
跡
に
思
う
」
93
年
１
月

 

「
研
究
所
を
考
え
る
『
北
海
道
自
治
研
究
』
３
０
０
号
に
あ
た
り
」
94
年
１
月

 

「
戦
後
50
年
地
方
自
治
の
年
輪
を
思
う
」
95
年
１
月

 

「『
実
り
少
な
い
改
革
の
思
想
風
土
』
再
論
」
96
年
１
月

 

「
１
９
９
７
年
新
春　

人
間
・
自
治
断
層
」
97
年
１
月

 

「
人
間
学
・
政
治
学
・
自
治
論
徒
然
」
98
年
１
月
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「
１
９
９
９
年
・
回
顧
と
展
望
」
99
年
１
月

 

「
２
０
０
０
年
・
内
な
る
研
究
所
と
自
問
自
答
」
２
０
０
０
年
１
月

 

「
世
紀
の
変
わ
り
目
も
自
問
自
答
」
２
０
０
１
年
１
月

 

「
世
紀
の
は
ざ
ま
の
激
震
と
『
改
革
』
の
小
さ
な
物
語
」
２
０
０
２
年
１
月

 

「
五
十
年
前
の
『
政
治
学
演
習
』
に
遡
っ
て
」
２
０
０
２
年
11
月

 

「
三
つ
の
書
物
群
か
ら
今
を
思
い
見
る
」
２
０
０
３
年
10
月

　
十
亀
昭
雄
先
生
の
略
歴

１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
４
月
29
日

          

道
北
の
上
川
管
内
美
深
町
で
生
ま
れ
る

36
年
４
月　

美
深
尋
常
高
等
小
学
校
入
学

42
年
４
月　

北
海
道
庁
立
名
寄
中
学
校
入
学
（
現
北
海
道
名
寄
高
校
）

46
年
４
月　

北
海
道
大
学
予
科
農
類
入
学
（
48
年
文
類
へ
）

48
年　
　
　

北
大
サ
ッ
カ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
東
北
・
北
海
道
サ
ッ
カ
ー
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
優

勝
。
京
都
全
国
大
会
を
辞
退
し
、
そ
の
責
任
を
感
じ
恵
迪
寮
を
退
寮
、
下
宿
生
活
に

入
る

50
年
４
月　

北
海
道
大
学
法
経
学
部
政
治
学
科
に
入
学

51
年
４
月　

同
学
部
学
生
自
治
会
執
行
委
員
長
に
選
出
さ
れ
る

53
年
３
月　

北
海
道
大
学
法
経
学
部
政
治
学
科
卒
業
。
４
月
、
北
海
道
大
学
法
経
学
部
大
学
院
特

別
研
究
生
に
採
用
。
指
導
教
官
の
許
可
を
得
て
、
札
幌
市
立
創
成
工
業
高
校
（
現
北

海
道
札
幌
工
業
高
校
）
夜
間
部
の
講
師
と
し
て
社
会
・
英
語
・
体
育
を
担
当
。

54
年
４
月　

同
大
学
法
学
部
助
手
。
こ
の
年
、
東
大
法
学
部
に
留
学
、
辻
清
明
教
授
（
行
政
学
）

研
究
室
に
出
入
り
し
「
職
業
と
し
て
の
学
問
」
を
始
め
る
。
以
後
、
大
学
教
師
退
職

ま
で
に
約
50
年
間
、札
幌
市
立
図
書
館
、弘
南
堂
古
書
店
な
ど
頻
々
に
足
を
運
ぶ
（
蔵

書
は
１
万
５
千
冊
以
上
）

58
年　
　
　

北
海
道
学
芸
大
学
（
現
・
北
海
道
教
育
大
学
）
講
師

59
年　
　
　

同
大
学
助
教
授
。
こ
の
年
、
松
久
恵
利
子
さ
ん
と
結
婚

63
年
10
月　

北
海
道
新
聞
社
の
「
地
方
選
挙
を
考
え
る
（
上
中
下
）」（『
北
海
道
の
政
治
と
選
挙
』

所
収
）
連
載
が
発
端
で
、
以
降
30
年
以
上
の
一
貫
し
た
息
の
長
い
北
海
道
の
政
治
と

選
挙
と
の
取
り
組
み
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。「
田
舎
の
政
治
学
」
を
自
認
す
る　

65
年
６
月　

ア
メ
リ
カ
国
務
省
招
待
に
て
２
カ
月
ア
メ
リ
カ
の
地
方
自
治
と
黒
人
問
題
の
視
察
。

相
当
量
の
原
書
を
購
入
し
て
帰
札
。

66
年　
　

  

こ
の
頃
か
ら
、
自
治
労
の
自
治
研
助
言
者
、
北
教
組
の
共
同
研
究
者
と
し
て
、
さ
ら

に
全
道
労
協
傘
下
の
労
働
組
合
、
農
民
組
合
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
市
民
団
体
等
々
の
講
師
と

し
て
、
全
道
各
地
を
駆
け
回
る
。
共
に
学
び
、
懇
親
会
で
は
地
元
の
人
た
ち
と
酒
を

酌
み
交
わ
す

68
年　
　
　

社
団
法
人
北
海
道
地
方
自
治
研
究
所
が
設
立
さ
れ
理
事
に
（
83
年
副
理
事
長
、
92
年

～
２
０
０
１
年
理
事
長
）

72
年　
　
　

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
分
校
教
職
員
組
合
執
行
委
員
長

73
年　
　
　

教
育
大
学
（
札
幌
分
校
）
教
授

74
年　
　
　

こ
の
年
、
札
幌
市
長
選
挙
の
革
新
系
候
補
と
し
て
出
馬
要
請
さ
れ
る
。
が
、
固
辞
し

不
出
馬

77
年　
　
　

自
称
「
田
舎
の
政
治
学
」
研
究
の
傍
ら
、こ
の
年
の
札
幌
市
民
マ
ラ
ソ
ン
に
初
参
加
。

こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
「
マ
ラ
ソ
ン
人
生
」
ス
タ
ー
ト
（
日
航
千
歳
マ
ラ
ソ
ン
、
青

梅
マ
ラ
ソ
ン
、別
海
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
道
内
外
の
大
会
に
数
多
く
出
場
、い
ず
れ
も
完
走
）

83
年　
　
　

札
幌
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
、
副
理
事
長
（
88
年
～
２
０
０
４
年
理
事
長
）

87
年
８
月　

 

「
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
」
刊
行
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
教
育
会
館
・
市

民
集
会
）
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
参
加
。
同
年
、
教
育
大
学
は
札
幌
市
中
央
区
か
ら

北
区
あ
い
の
里
へ
移
転
。

91
年　
　
　

建
て
替
え
た
家
の
20
坪
の
書
庫
書
斎
に
６
０
０
箱
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
本
を
収
め
る
の

に
２
カ
月
を
要
す
る
。「
高
血
圧
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
そ
の
克
服
を
試
行

93
（
平
成
５
）
年　

北
海
道
教
育
大
学
を
定
年
退
官
、
北
海
学
園
大
学
法
学
部
教
授

２
０
０
０
年
３
月　

北
海
学
園
大
学
を
定
年
退
職

２
０
１
３
年
５
月
29
日　

逝
去
（
84
歳
）


